第１４回　第５部会（都市整備）

（第６回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

　
日　時：平成２０年１月２２日（火）午後６時００分～午後８時００分
出席者：和田浩一、石亀裕、中原義勝、大平定子、河村信義
事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査

内　容：１．前回会議の確認について

２．景観・緑化条例の骨子について
　　　　３．次回に向けて

４．次回開催日程について
配付資料：条例骨子、登別市環境基本条例
《会議内容》

１．前回会議の確認について
●・前回会議議事録により説明
　　　　①将来的には市が景観行政団体になり、景観法に基づいた条例の制定を目指
すこととする。

②当面は平成２０年４月施行の北海道の景観条例の適用を受け進めていくが、道条例では網羅できない（不足する）部分について、地方自治法に基づく自主条例を作っていくこととする。

③自主条例としての柱は、景観（道条例の範囲外の部分）、緑化、自然遺産の３項目が中心になり、関連が強い環境基本条例との一本化も視野に入れる。

　　　　④同じような取り組みを行っている環境保全市民会議と協力しながら進めて
いく。
２．景観・緑化条例の骨子について

●・今までに話し合われてきたこと、現地視察の結果、市の既計画である都市計画マスタープラン・景観形成基本計画・みどりの基本計画、東川町の事例を基に、箇条書きでたたき台を作ってみた【別紙】。

　　　　・皆さんのキーワード、意見を受け、肉付けしていきたい。
●・環境基本条例から導いた形として、景観等の条例を作っていくのか。
●・私の意見として、環境基本条例は、今回の条例に部分的に取り込んでいこう、ということで第３章の中に位置付けている。
　　　・環境基本条例をあまり意識しないで進めていった方が良いのではないか。
●・（仮称）のぼりべつ景観・緑化・環境条例とした場合、環境条例が２つできてしまい、市民が迷うことにならないか。
　　　・今回条例と重なっている部分を取り込むこととして、環境基本条例より具体的な表現を考えたらどうか。
●・景観・緑化には直接関係しないが、環境を含めた場合、地球温暖化について触れなければならないと思う。温暖化について前文に入れたらどうか。
　　　・京都大学の環境税のニュース【別添：ヤフーニュース】があった。検討するのも良いか。
●・環境に関して前回当たりから話が出ているので、大きな目標として取り入れたい。
●・骨子以外に施策として列挙されているが、やれそうなことが書かれており、これが条例に反映されれば良い。
●・難しいルール・規制などの話しをしても、具体的なイメージが沸かなければ先に進んでいかないと思い、書いてみた。
●・このような活動だったら協力できる、あるいは関われると言うような条例づくりが良い。

　　　　・環境基本条例では、一人の市民として何をすれば良いのかよくわからない。条例は、市民が守り、協力するのだからもっと判りやすい表現にすることが一番だと思う。
●・１日１回、１週間に１回、何かやりましょう的に、市民が出来ることを具体的に表現できれば良いと思う。
●・緑化推進は、恵庭市のケースのように持っていくのか。【別添：花のまち恵庭】守っていくだけで大変だ。
●・具体的なものは、条例の中に盛り込めないかもしれないが、条例に位置付けるみどりの基本計画の中で掘り下げることも出来ると思う。
●・守らなければならないほど、登別はまだ壊れていないと思う。地域のある場所、ある人にとってはこのままで良いと感じている人もいるだろうし、何を目的にするのか、何を目指すのかをはっきりしないといけない。
　　　　・例えば、道路の街路樹であるが、維持管理には費用と地域の協力が必要である。それを得るには目的が必要だ。地球環境に配慮する目的ではなく違うところにあると言わなければならない。など、目的、目標をはっきりしなければ市民は付いてこないと思う。
●・地域が出来ないから市が行っているのが現状である。最終的には市民が全て責任を持って進んでいかなければならないし、一人一人が環境などに対する危機感を持たなければ動いていかないのではないか。
　　　　・市民に危機感を持っていただくような文言を入れていくことが良いのではないだろうか。
●・登別・室蘭には文化がないと思い始めている。新日鐵などの大企業におんぶしている。野球場・スケート場を企業が造ってきた。市民が育む文化を創っていくという表現を入れたい。
●・登別遺産を入れているが、それを拡げていくと文化も対象になる。我々が知らない文化もあるのではないだろうか。それにスポットを当てることが出来るのではないか。
　　　　・前文に危機感と一緒に独自の風土を創り上げていくという表現も良いのではないか。
●・自分も企業の恩恵に浸かってきた一人である。国道沿道に雑草が繁茂しているという視察の意見があったが、今、それを改善しようとして動き始めている。
　　　　・しかし、市民の感覚はおしなべてレベルが低いと思う。それはいいねと言うが、一緒にやろうという意識を持っている人はいないと肌で感じている。
　　　　・市民意識をもっと上げること、レベルアップすることが必要で、その辺を盛り込みたい。
●・この条例を作ることによって自身がまず変わらなければならない。変わらなければ市民には伝わらない。危機感を煽るような、刺激的な前文を作りたい。
　　　　・条例を作って終わりではなく、そのあとの行動を管理する組織が必要であると言うことで、組織について触れている。
●・地域から何か発信したい。年賀はがきの中に地域を紹介することができないか考えている。何か一つ行動を起こすことが必要だと思う。
●・やる気を持っていただくには何か一つ形にしなければ行けない。意識が低いという以前に、登別を知らないのではないだろうか。
　　　　・条例より具体な事になっていくかもしれないが、環境保全市民会議で環境カレンダーを作ってみたところ、良い反響が出ている。形を一つ作ることによりいい方向に流れていく。地域を発信すると言うことをキーワードにしたい。
●・条例を作った後も形づくりや発信をする刺激をし続けないとしぼんでしまう。
●・それを更に詳細にしなければならないし、具体なものとして例を挙げていかなければイメージが沸いてこないと思う。
●・前文から第２章までは、型どおりの硬い表現の条文で仕方ないと思うが、第３章の施策では具体的な文言が入ってくると判りやすく、協力も得やすいのではないか。
　　　　・口語調の文章ではどうだろうか。
●・新聞を読む場合に見出しでまず拾って、興味が有れば文章を読む。シンプルな表現にすれば判りやすくなるのではないだろうか。
　　　　・前文から判りやすくしないと次を見てもらえないのではないかと思う。
●・少なくとも第３章は判りやすく。
●・一人一人が出来ること、例えば身近なところでゴミ拾いをしようから進めてはどうか。
●・判りやすい表現、単純な表現が良いと思う。
●・話し言葉で表現すると文章が増えてしまうことになる。どうかなと思うが判りやすい表現が良い。

●・単純に写真を付けて、これを守ろうと言う表現も良いのではないか。
　　　　・表現方法は、判りやすいこと優先し、縛りを与えずに進めてみたい。
●・視覚に訴えることは良いことだと思う。
●・新聞でも、色の付いた物だと目に付くし、注目する。

●・規制することや処罰も必要だが、例えば、花壇コンクールでの表彰、報償などで褒めること、奨励する考えがあっても良い。
●・やる気を持ってもらうには、罰則などのマイナス評価ではなく、プラス評価で讃える、その行為をクローズアップすることが必要と思う。
　　　　・第５章の表彰は必ず盛り込みたい。
　　　　・今日のまとめとして、
　　　　　　◇条例の範囲：景観、緑化、環境
　　　　　　　　　　　　　環境基本条例との一本化を視野に入れるが、それは特に意識しないで進めていく

　　　　　　◇表現方法　：判りやすく、シンプルな表現。口語調での表現

　　　　　　―たたき台骨子以外について―

　　　　　　◇前　文：独自の風土（文化）を創り上げていく

　　　　　　　　　　　市民に危機感、目的意識を持ってもらうような表現

　　　　　　◇１　章：特になし

　　　　　　◇２　章：既計画の策定を条例に位置付けるが、既計画にもっと具体的な

取り組みを入れる
　　　　　　◇３　章：施策内容をもっと具体的な表現にする
　　　　　　　　　　　しかし、具体な行動を条例に定めた場合、２章に位置付ける基本計画やそれを実行するための計画（活動計画、実行計画）と重なることも考えられる

　　　　　　◇４　章：活動を担保する組織を位置付けることやその組織と審議会との役割り分担の検討
　　　　　　◇５　章：市民意識を高めるための手法として必要
　　　　　　◇その他：市民や全国に向けて発信する方法、環境税についても検討する
　　　　　　　　　　
３．次回に向けて
●・前文から再度骨子を作ってみるので、詳細について議論していきたい。

　　　　・今までの条例の作りだと、一般市民には理解しがたいため、判りやすい表現にしたいと考えているので、それぞれイメージ作りをお願いしたい。　
４．次回開催日程について
　　
　２月２０日（水）、午後６時から、市役所２階第３委員会室

　で行う。
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